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	 細胞外膜小胞群のうちエンドソーム膜を由来とするエキソソー

ムは、細胞間で送受され種々の分子の輸送体として機能している。

我々は、神経細胞由来エキソソームにスフィンゴ糖脂質を介して

Aß が結合することを見出した。この結合 Aß はミクログリアに取

り込まれ分解されることから、エキソソームは Aß 除去機能を有す

る可能性がある。実際 APP	 Tg マウス脳へのエキソソーム投与で

Aß 濃度の低下が観察された。	 

本セミナーでは、モデル動物脳におけるエキソソーム量の加齢

変動も紹介し、エキソソームのアルツハイマー病病態への関与に

ついて議論したい。	 
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連絡先：認知症先進医療開発センター 
センター長 柳澤勝彦（内線 6500） 
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